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第15号

　

食
の
安
全
・
安
心
な
ど
「
食
と
農
」
に
関
心

や
注
目
が
集
ま
る
中
、
本
会
は
農
業
に
関
す
る

理
解
促
進
と
、
農
の
応
援
団
を
増
や
す
こ
と
を

目
的
に
、「
日
本
農
業
検
定
」
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
７
月
に
２
級
・
３
級
の
テ
キ
ス
ト

を
改
訂
い
た
し
ま
し
た
。
以
前
よ
り
情
報
量
を

増
や
し
、
よ
り
見
や
す
い
・
理
解
し
や
す
い
内

容
に
変
更
し
て
い
ま
す
。
農
業
の
基
礎
的
知
識

が
中
心
に
な
っ
て
い
る
２
級
・
３
級
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
って
農
業
の
現
場
で
の
知
識
習
得
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
し
て
１
級
で
は
さ
ら
に
深
い
総
合

的
・
実
践
的
知
識
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
農
業
に
つ
い
て
、
段
階
的
に
幅
広

く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
業
務
で
農
業
や
食
に
関
す
る
知
識
・
技

能
が
求
め
ら
れ
る
Ｊ
Ａ
職
員
の
方
に
と
っ
て
は
、

農
業
の
基
礎
知
識
向
上
に
つ
な
が
る
ま
た
と
な

い
機
会
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

全
国
の
Ｊ
Ａ
で
は
、
内
定
者
・
入
職
３
年
未

満
の
職
員
を
は
じ
め
、
職
員
の
自
己
研
鑚
・
職

員
教
育
の一環
と
し
て
、
過
去
４
年
間
で
延
べ
約

４
，８
０
０
名
の
方
が
受
検
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

度
は
10
月
２
日
（
月
）
よ
り
、
来
年
１
月
に
行

わ
れ
る
検
定
試
験
の
公
開
会
場
・
準
会
場
申
し

込
み
が
開
始
に
な
り
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
「
日
本
農
業
検
定
」
で
「
農
」
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
年
度
も
、

皆
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
本
農
業
検
定
は
こ
ん
な
検
定
で
す
！

　

受
検
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
誰
で
も
、
ど
の

級
か
ら
で
も
受
検
で
き
ま
す
。

３
級

２
級

１
級

難
易
度
農
業
に
興
味
が
あ
り
こ
れ
か
ら
農
業
を
学
び
た

い
方
、
こ
れ
か
ら
作
物
栽
培
を
始
め
る
方
を
対
象
に
し
て

い
ま
す
。

出
題
分
野
「
農
業
全
般
」「
環
境
」「
食
」「
栽
培
」
に

つ
い
て
の
入
門
・
基
礎
的
な
と
こ
ろ
を
出
題
。
特
に
栽
培

は
プ
ラ
ン
タ
ー
栽
培
を
中
心
に
、
作
物
８
種
類
の
栽
培
方

法
な
ど
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

問
題
数
50
問　

解
答
時
間
40
分

難
易
度
３
級
を
合
格
さ
れ
た
方
、
家
庭
菜
園
や
体
験

農
園
を
経
験
さ
れ
て
い
る
方
・
さ
れ
た
方
な
ど
を
対
象
に

し
て
い
ま
す
。
一
坪
農
園
程
度
の
圃
場
で
栽
培
す
る
基
礎

知
識
を
習
得
し
ま
す
。

出
題
分
野
「
農
業
全
般
」「
環
境
」「
食
」「
栽
培
」
に

つ
い
て
範
囲
を
広
げ
て
出
題
。
特
に
栽
培
は
16
種
類
の
作

物
を
、
一
坪
農
園
程
度
で
栽
培
す
る
場
合
の
手
順
や
、
品

種
と
そ
の
特
徴
な
ど
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

問
題
数
70
問　

解
答
時
間
60
分

難
易
度
日
本
農
業
検
定
の
集
大
成
と
し
て
、
２
級
・
３

級
の
基
礎
的
な
知
識
か
ら
農
業
の
現
場
と
つ
な
が
り
、
よ

り
深
い
総
合
的
な
知
識
を
習
得
で
き
る
内
容
で
す
。

出
題
分
野
「
農
業
全
般
」
分
野
で
は
世
界
の
農
業
情

勢
等
、「
環
境
」
分
野
で
は
地
球
規
模
の
環
境
問
題
等
、

「
食
」
分
野
で
は
和
食
と
伝
統
的
食
事
等
、「
栽
培
」
分

野
で
は
栽
培
環
境
と
そ
の
管
理
や
作
物
の
栽
培
例
な
ど
が

出
題
さ
れ
ま
す
。

問
題
数
70
問　

解
答
時
間
70
分

「
農
」に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
よ
う

「
日
本
農
業
検
定
」受
検
申
し
込
み
開
始
！詳細は下記ホームページでご確認ください http://nou-ken.jp/ 日本農業検定 検索

【
１
級
・
２
級
・
３
級
】

試
験
日 

受
検
料

①公開会場（東京・大阪） 平成30年1月13日（土）
②ＣＢＴ会場 平成30年1月5日（金）
 ～1月18日（木）

①準会場（学校・その他団体） 平成30年1月12日（金）
 ～1月18日（木）

平成29年（2017年）10月2日（月）～11月30日（木）

平成29年（2017年）12月1日（金）～12月29日（金）

日
本
農
業
検
定
・
詳
細

期
間

申
込

公開会場        5,000円         4,100円         3,600円1級 2級 3級

CBT会場        5,500円         4,600円         4,100円1級 2級 3級

準 会 場        4,500円         3,700円         3,250円1級 2級 3級2. 団体受検

1. 個人受検 個人受検

団体受検

1. 公開会場・準会場

2. ＣＢＴ会場
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「
快
汗
！
猫
の
手
援
農
隊
」の
受
入
れ
事
例
に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い 

営
農
部
営
農
課 

営
農
企
画 

調
査
役
／
寺
山 

寿
氏

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い
で
は
今
年
７
月
、「
快
汗
！
猫
の
手
援
農
隊
」の
取
り
組
み
で「
と
き
わ 

に
ん
に
く
収
穫
隊
」を
初
め
て
受
入
れ
ま
し
た
。今
回
、事
務
局
の
寺
山
さ
ん
よ
り
、援
農
隊

受
入
れ
ま
で
の
経
緯
及
び
感
想
を
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

津
軽
平
野
で
は
、
水
稲
中
心
の
作
業
体
系
か
ら

の
転
作
も
あ
り
、
管
内
農
業
は
常
盤
地
区
を
中
心

に
、
に
ん
に
く
の
作
付
け
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
に
ん
に
く
の
収
穫
は
同
時
期
に
一
斉
に
収
穫
し
な

い
と
品
質
に
影
響
が
出
る
う
え
、
雨
天
時
は
収
穫

が
で
き
な
い
の
で
、
年
々
、
作
業
員
が
確
保
で
き
な

い
状
況
に
な
って
い
ま
す
。

　
に
ん
に
く
と
い
え
ば「
田
子
に
ん
に
く
」の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
で
す
が
、
常
盤
地
区
に
も
「
と
き
わ
に

ん
に
く
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が
あ
る
こ
と
を
都
市
住

民
に
知
って
も
ら
っ
た
う
え
で
、
収
穫
作
業
を
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
さ
ら
に
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
交
流
が
で
き
る
こ
と
も
、
今
回
の
取
り
組
み

を
行
っ
た
理
由
で
し
た
。

　

し
か
し
実
際
に
募
集
し
て
も
、
参
加
者
が
青
森

ま
で
来
て
く
れ
る
の
か
、
真
剣
に
作
業
を
し
て
く

れ
る
の
か
、
受
入
先
農
家
を
ど
の
よ
う
に
選
定
す

る
か
、
雨
天
時
の
対
応
を
ど
う
す
る
か
…
…
な
ど
、

数
々
の
課
題
が
出
て
き
ま
し
た
。
す
べ
て
が
初
め
て

の
こ
と
な
の
で
、
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
迷

い
ま
し
た
が
、
関
係
者
一
同
協
力
し
あ
い
、
援
農

隊
を
迎
え
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
あ
い
に
く
の
雨
天
の
た
め
収
穫
作
業
が

で
き
ず
、
そ
の
代
わ
り
、
に
ん
に
く
・
り
ん
ご
・
米

の
施
設
案
内
や
、
り
ん
ご
の
選
別
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
常
盤
地
区
の
様
々
な
農
作
物
に
ふ
れ
て
も

ら
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
者
も
興
味
を
持
っ
て
施

設
見
学
や
り
ん
ご
の
選
別
作
業
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
た
の
で
、
結
果
的
に
は
よ
か
っ
た
で
す
。

　
２･

３
日
目
は
、
に
ん
に
く
の
収
穫
と
根
切
り
を

行
い
ま
し
た
。
受
入
れ
を
し
て
み
て
感
じ
た
こ
と

は
、
当
初
は
観
光
気
分
で
作
業
を
楽
し
む
企
画
だ

と
思
って
い
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
収
穫
作
業
に
対

す
る
姿
勢
と
作
業
効
率
の
よ
さ
は
予
想
を
超
え
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
自
費
で
参
加
し
て
農
作
業
を

手
伝
う
と
は
、
す
ご
い
こ
と
だ
と
も
感
じ
ま
し
た
。

　

受
入
農
家
の
方
の
感
想
も
、「
に
ん
に
く
の
根
切

り
作
業
で
傷
が
つ
か
な
い
か
心
配
で
し
た
が
、
今
回

の
参
加
者
の
作
業
を

見
る
と
ベ
テ
ラ
ン
作

業
員
と
変
わ
ら
ず
手

際
よ
く
、
一
生
懸
命

に
作
業
し
て
い
た
だ

き
大
変
助
か
り
ま
し

た
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　

交
流
会
に
つい
て
は
、
で
き
る
だ
け
地
元
料
理
を

食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、
準
備
を
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
方
は
、
地
元
の
日
本
酒
の
飲
み
比
べ
を
し

な
が
ら
、
農
家
・
Ｊ
Ａ
職
員
と
、
青
森
や
に
ん
に
く

の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
楽
し
い
交
流
会
に
な
り

ま
し
た
。
に
ん
に
く
を
使
っ
た
料
理
を
も
う
少
し

提
供
で
き
た
ら
、
も
っ
と
よ
かっ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
よ
り
参
加
者
の
人
数
が
増
え
る
と
う

れ
し
い
で
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
受
入
農
家
の
数
も

今
年
以
上
に
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

今
回
の
援
農
隊
の
受
入
れ
に
よって
、あ
る
程
度
、

段
取
り
が
理
解
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
仕
事
ぶ

り
に
は
受
入
農
家
の
方
々
も
本
当
に
感
心
さ
れ
、

喜
ん
で
い
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
来
年
も
継
続
し
て
取

り
組
み
、
都
市
住
民
と
の
交
流
を
広
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

■「ときわにんにく収穫隊」日程表（参加者：8名／受入農家：2軒）

本件に関するお問い合わせは
事業部 体験交流課  ☎️03-5297-0323

「
と
き
わ
に
ん
に
く
収
穫
隊
」を
受
入
れ
る
に
あ
た
っ
て

か

い 

か

ん

朝食○
昼食○
（弁当）
夕食×

期 日 食 事概 要時 間

１
日
目

２
日
目

３
日
目

１２：４５　

１３：００　

１７：００　

ＪＡ津軽みらい常盤支店集合

オリエンテーション後
各農家にて収穫作業、他農作業

作業終了　宿泊先へ移動

朝食×

昼食×

夕食○

７：３０　
８：００　

１２：００　

１３：００～

１８：３０　

圃場へ移動
にんにく収穫作業、他農作業

昼食（ＪＡ常盤支店にて）

にんにく収穫作業、他農作業

受入農家と交流会（夕食）

朝食○

昼食○
（弁当）

夕食○

７：３０　

８：００　

１３：００　

圃場へ移動

にんにく収穫作業、他農作業

昼食後、ＪＡ常盤支店にて解散
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「
農
泊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」を
開
催
し
ま
し
た

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
会
の
ご
案
内

農
林
水
産
省
の
交
付
金
事
業

平
成
29
年
度

　

農
林
水
産
省
が
推
進
す
る
農
山
漁
村
滞
在
型

旅
行
「
農
泊
」
に
つい
て
、
広
く
皆
さ
ま
に
知
って

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
特
に
受
入
地
域
の
方
々
に

「
農
泊
」
の
め
ざ
す
ビ
ジ
ネ
ス
化
の
イ
メ
ー
ジ
を
お

伝
え
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
９
か
所
で

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
（
農
林
水
産
省
主
催
）
し
、

本
会
お
よ
び
（
株
）
農
協
観
光
は
運
営
事
務
局
を

担
当
し
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た（
農
泊
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
つ
な
ぐ
』
第
14
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

全
国
で
最
初
の
開
催
と
な
っ
た
関
東
ブ
ロッ
ク
で

は
、約
１
７
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
農
林
水
産
省
か
ら
の
「
農
泊

の
推
進
」
に
関
す
る
施
策
説
明
か
ら
始
ま
り
、
農

家
民
宿
等
の
仲
介
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
（
株
）
百

戦
錬
磨 

代
表
取
締
役
社
長
の
上
山
康
博
氏
に
よ

る
基
調
講
演
や
、
す
で
に
「
農
泊
」
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
先
進
地
域
の
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
を
い
た
だ
い
た
多
く
の
方
か
ら
「
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
可
能
性
を
感
じ
た
」
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
、

皆
さ
ま
の
期
待
に
応
え
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、今
後
本
会
で
も
「
農

泊
」
に
取
り
組
む
地
域
に
、
様
々
な
支
援
を
実
施

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
・
地
域
が
取
り
組
ん
で
い
る
交
流
事
業
への

支
援
の
一
環
と
し
て
、
本
会
が
毎
年
開
催
し
て
い
る

「
自
然
・
農
林
体
験
に
お
け
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
修
会
」
を
今
年
度
も
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

農
泊
を
実
施
す
る
際
、
お
客
さ
ま
の
安
全
確
保

は
何
よ
り
の
優
先
事
項
で
す
。
こ
の
研
修
で
は
、

最
も
安
全
管
理
が
難
し
い
子
ど
も
の
受
入
れ
を
題

材
に
し
、
過
去
の
事
故
事
例
等
を
も
と
に
、
安
全

な
受
入
れ
の
方
法
に
つい
て
、
実
践
的
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

交
流
事
業
で
農
業
・
自
然
体
験
の
受
入
れ
を
実
施

す
る
前
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本件に関するお問い合わせは
事業部 地域交流支援課  ☎️03-5297-0323

詳しい開催概要はこちらから↓
http : / /www.znk-kensyu. jp/r isk/

農泊の推進に関する情報は
こちらをご覧ください（農林水産省HP）↓

http://www.maff.go.jp/j/nousin/kouryu/170203.html

■リスクマネジメント研修 開催日程

基本編

上級編
※2日間の研修
となります

第１回

第2回

国立オリンピック記念青少年総合センター（東京）

平成２９年１１月２４日（金） １０時～１７時３０分

平成２９年１２月８日（金） １０時～１７時３０分

第１回

第2回

平成３０年１月２５日（木）～１月２６日（金）
１日目：１３時～１７時／２日目：９時～１５時

平成３０年２月８日（木）～２月９日（金）
１日目：１３時～１７時／２日目：９時～１５時

開催日程

会　場

今後の施策展開

期待以上 期待通り

■講演内容についてのアンケート

期待外れ どちらともいえない 未回答

基調講演

ジビエの取り組み

配布資料

12（人）

33

12

20

17 51 1 1 10

33 1 4 5

50 2 16 1

43 4 10

59 0 9 1

パネル
ディスカッション
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本
会
で
は
長
年
、（一財
）
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー（
宮

城
県
蔵
王
町
・
以
下
セ
ン
タ
ー
）
と
と
も
に
、
都
市

住
民
を
対
象
に
し
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
や
農
業
体

験
を
通
じ
、
農
業
・
畜
産
業
・
自
然
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
都
市
農
村
交
流

事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
は
、

公
益
事
業
の
一
環
と
し
て
、
酪
農
畜
産
業
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
土
地
活
用
を
行
って

い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
が
取
り
組
ん
で
い
る
酪
農
畜
産
事
業
の

後
継
者
の
人
づ
く
り
、畜
産
生
産
基
盤
の
牛
づ
く
り
、

畜
酪
双
方
の
餌
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
近
代
化
の
た
め

の
ロ
ボ
ッ
ト
を
有
効
活
用
し
、
こ
れ
ら
を
推
進
・
具

体
化
す
る
た
め
、
今
年
６
月
に
は
新
た
に
蔵
王
デ
ー

リ
ィ
パ
イ
オ
ニ
ア
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
最
新
の
モ
デ
ル
農
場
と
し
て
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

的
役
割
を
果
た
し
、
酪
農
畜
産
の
振
興
に
貢
献
す

る
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

宮
城
県
南
西
部
に
位
置
す
る
蔵
王
町
で
は
、

地
域
全
体
で
高
収
益
型
の
畜
産
を
実
現
す
る

体
制
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
そ
の
取
り
組
み
の
中
核
に
な

り
、
平
成
27
年
に
行
政・生
産
者・Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
・
民
間
会
社
等
14
団
体
が
参
加
す
る
「
蔵

王
36
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。

　

協
議
会
設
立
の
趣
旨
は
、
生
産
基
盤
の
弱

体
化
が
進
む
中
、
日
本
酪
農
の
中
核
的
存
在

で
あ
る
家
族
酪
農
経
営
の
所
得
向
上
や
省
力

化
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
協
議
会
で
は
、
以
下
の
５
つ
の
取
り

組
み
を
掲
げ
ま
し
た
。

❶
育
成
牧
場
の
整
備

❷
Ｔ
Ｍ
Ｒ（
混
合
飼
料
）生
産
・
供
給
の
拡
充

❸
酪
農
実
践
農
場
の
整
備

❹
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
組
織
整
備

❺
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　
セ
ン
タ
ー
が
主
体
と
な
って
申
請
し
た
「
平

成
28
年
度
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

等
特
別
対
策
事
業
」（
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
）
に
よ
り
、
平
成
29
年
６
月
に
❶
❷
❸
の

取
り
組
み
は
完
成
し
ま
し
た
。
全
国
農
協

観
光
協
会
が
所
有
す
る
土
地
を
借
用
し
、
セ

ン
タ
ー
が
実
施
し
て
い
る
事
業
を
基
本
と
し

て
、
育
成
舎
及
び
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
新

牛
舎
を
建
設
。
現
在
で
は
実
証
展
示
に
よ
る

視
察
、
新
規
就
農
希
望
者
の
研
修
受
入
れ

等
の
普
及
活
動
を
積
極
的
に
行
って
い
ま
す
。

　

Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
は
生
産
者
の
飼
料
コ 

ス
ト
低
減
を
図
る
た
め
、
エコ
フ
ィ
ー
ド
利
活

用
を
推
進
、
製
造
設
備
を
増
強
し
、
地
域
の

酪
農
・
畜
産
生
産
者
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
を
供
給
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、農
家
チ
ー
ズ
の
普
及
を
目
的
に
「
国

産
ナ
チ
ュ
ラ
ル
チ
ー
ズ
製
造
技
術
研
修
会
開

催
」、
乳
業
メ
ー
カ
ー
等
の
職
員
を
対
象
と
し

た
「
酪
農
研
修
開
催
」
な
ど
を
実
施
。
酪

農
と
牛
乳
乳
製
品
の
理
解
・
醸
成
を
目
的
と

し
た
各
種
体
験
の
受
入
れ
等
、
セ
ン
タ
ー
の
事

業
す
べ
て
が
酪
農
・
畜
産
の
生
産
基
盤
維
持
・

強
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
関
係
機
関
・

団
体
の
指
導
と
協
力
の
下
、
役
職
員
一
丸
と

な
って
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本会の土地活用の取り組みをご紹介します
〜（一財）蔵王酪農センターが実施している

酪農畜産業の振興に寄与する〜

新牛舎全景

搾乳ロボット

搾乳牛舎の様子①

搾乳牛舎の様子②

（
一財
）
蔵
王
酪
農
セ
ン
タ
ー 

常
務
理
事
／
菅
井
啓
二

酪
農
の
生
産
基
盤
維
持・強
化
の
取
り
組
み
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